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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和2年1月23日(2020.1.23)

【公表番号】特表2019-505379(P2019-505379A)
【公表日】平成31年2月28日(2019.2.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-008
【出願番号】特願2018-549614(P2018-549614)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  19/08     (2006.01)
   Ｈ０５Ｈ   1/24     (2006.01)
   Ｂ８１Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   19/08     　　　Ｅ
   Ｈ０５Ｈ    1/24     　　　　
   Ｂ８１Ｂ    1/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月6日(2019.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）を用いて連続的にプラズマを発生するための
方法であって、
－誘電材料で少なくとも部分的に作製された支持部（２）であって、前記支持部（２）が
、気体を含む第１リザーバに接続されるように適合した第１入口（２１ａ）と、液体を含
む第２リザーバに接続されるように適合した第２入口（２１ｂ）と、気体及び／又は液体
を含むレシーバーコンテナに接続されるように適合した出口（２２）と、前記液体及び前
記気体が前記入口から前記出口に向かって流れることを可能にする前記誘電材料において
存在するメインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）と、を含む、支持部（２）と、
－前記誘電材料に埋め込まれ且つ前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）に
沿って伸びる１以上の接地電極（４）と、
－前記誘電材料に埋め込まれ且つ前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）に
沿って伸びる１以上の高電圧電極（５）と、を含み、
　前記高電圧電極（５）及び前記接地電極（４）が、前記メインマイクロチャネル又はミ
リチャネル（３）内部で電場を発生することができるように前記メインマイクロチャネル
又はミリチャネル（３）の反対側に位置し、
　前記方法が、
（ａ）液体を提供して、前記マイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）の前記メインマイ
クロチャネル又はミリチャネル（３）を通して前記液体を循環させるステップと、
（ｂ）気体を提供して、気泡がマイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）のメインマイク
ロチャネル又はミリチャネル（３）を通して液体によって循環するように前記液体におい
て前記気体の泡を作製するステップと、
（ｃ）前記マイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）の前記メインマイクロチャネル又は
ミリチャネル（３）を通して循環する前記泡においてプラズマを発生するように前記高電
圧電極（５）と前記接地電極（４）との間に高電圧を印加するステップと、を含む、方法
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【請求項２】
　前記気体が、空気、アルゴン、ヘリウム、酸素、窒素、水蒸気及びそれらの混合物から
選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記液体が、溶媒から選択される、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記泡の各々の長さが、１μｍと１０ｍｍとの間に含まれる、請求項１から３の何れか
１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記高電圧が、１ｋＶと３０ｋＶとの間に含まれる、請求項１から４の何れか１項に記
載の方法。
【請求項６】
　前記高電圧が、可変の高電圧又は、パルス電圧である、請求項１から５の何れか１項に
記載の方法。
【請求項７】
　前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）の幅及び深さが、１μｍと１０ｍ
ｍとの間に含まれる、請求項１から６の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記誘電材料が、紫外線硬化ポリマー、ポリ（テトラメチレンサクシネート）、環状オ
レフィンコポリマー（ＣＯＣ）、ガラス、又はそれらの組み合わせである、請求項１から
７の何れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記支持部（２）が、液体を含む前記第２リザーバに又は液体を含む第３リザーバに接
続されるように適合した第３入口（２１ｃ）を含む、請求項１から８の何れか１項に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記支持部がまた：
－前記第１入口（２１ａ）を前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）に接続
する第１注入チャネル（６ａ）と、
－前記第２入口（２１ｂ）を前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）に接続
する第２注入チャネル（６ｂ）と、
－前記第３入口（２１ｃ）を前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）に接続
する第３注入チャネル（６ｃ）と、を含み、
　第１、第２及び第３注入チャネル（６ｂ、６ｃ）が、ジャンクションでメインマイクロ
チャネル又はミリチャネル（３）と出会い、
　前記ジャンクションで、前記第２及び第３注入チャネル（６ｂ、６ｃ）の各々が、互い
に連続である前記第１注入チャネル（６ａ）、前記第２注入チャネル（６ｂ）及び前記第
３注入チャネル（６ｃ）に対して垂直に伸びる、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記マイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）が、液体を含むように適合した少なくと
も１つのリザーバ（１０）、気体を含むように適合した少なくとも１つのリザーバ（９）
、及び、気体及び／又は液体を含むように適合した少なくとも１つのレシーバーコンテナ
（１１）をさらに含む、請求項１から１０の何れか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記接地電極（４）及び前記高電圧電極（５）が、電気導体材料によって作製される、
請求項１から１１の何れか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記マイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）の形が、１つの接地電極（４）及び１つ
の高電圧電極（５）を含む、請求項１から１２の何れか１項に記載の方法。
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【請求項１４】
　前記接地電極（４）及び／又は前記高電圧電極（５）の形が、前記メインマイクロチャ
ネル又はミリチャネルに向かって伸びる、平面、ジグザグ、又は、フィン及び／又はチッ
プを備える平面である、請求項１から１３の何れか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　マイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）であって、
－誘電材料で少なくとも部分的に作製された支持部（２）であって、前記支持部（２）が
、気体を含む第１リザーバに接続されるように適合した第１入口（２１ａ）と、液体を含
む第２リザーバに接続されるように適合した第２入口（２１ｂ）と、気体及び／又は液体
を含むレシーバーコンテナに接続されるように適合した出口（２２）と、前記液体及び前
記気体が前記入口から前記出口に向かって流れることを可能にする前記誘電材料において
存在するメインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）と、を含む、支持部（２）と、
－前記誘電材料に埋め込まれ且つ前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）に
沿って伸びる１以上の接地電極（４）と、
－前記誘電材料に埋め込まれ且つ前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）に
沿って伸びる１以上の高電圧電極（５）であって、
　前記高電圧電極（５）及び前記接地電極（４）が、前記メインマイクロチャネル又はミ
リチャネル（３）内部で電場を発生することができるように前記メインマイクロチャネル
又はミリチャネル（３）の反対側に位置する、１以上の高電圧電極（５）と、
－前記接地電極（４）及び前記高電圧電極（５）に接続される高電圧電源と、を含む、マ
イクロ流体又はミリ流体デバイス（１）。
【請求項１６】
　前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）の幅及び深さが、１μｍと１０ｍ
ｍとの間に含まれる、請求項１５に記載のマイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）。
【請求項１７】
　前記誘電材料が、紫外線硬化ポリマー、ポリ（テトラメチレンサクシネート）、環状オ
レフィンコポリマー（ＣＯＣ）、ガラス、又はそれらの組み合わせである、請求項１５又
は１６に記載のマイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）。
【請求項１８】
　前記支持部（２）が、液体を含む前記第２リザーバに又は液体を含む第３リザーバに接
続されるように適合した第３入口（２１ｃ）を含む、請求項１５から１７の何れか１項に
記載のマイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）。
【請求項１９】
　前記支持部がまた：
－前記第１入口（２１ａ）を前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）に接続
する第１注入チャネル（６ａ）と、
－前記第２入口（２１ｂ）を前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）に接続
する第２注入チャネル（６ｂ）と、
－前記第３入口（２１ｃ）を前記メインマイクロチャネル又はミリチャネル（３）に接続
する第３注入チャネル（６ｃ）と、を含み、
　第１、第２及び第３注入チャネル（６ｂ、６ｃ）が、ジャンクションで前記メインマイ
クロチャネル又はミリチャネル（３）と出会い、
　前記ジャンクションで、前記第２及び第３注入チャネル（６ｂ、６ｃ）の各々が、互い
に連続である前記第１注入チャネル（６ａ）、前記第２注入チャネル（６ｂ）及び前記第
３注入チャネル（６ｃ）に対して垂直に伸びる、請求項１８に記載のマイクロ流体又はミ
リ流体デバイス（１）。
【請求項２０】
　液体を含むように適合した少なくとも１つのリザーバ（１０）、気体を含むように適合
した少なくとも１つのリザーバ（９）、及び、気体及び／又は液体を含むように適合した
少なくとも１つのレシーバーコンテナ（１１）をさらに含む、請求項１５から１９の何れ
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か１項に記載のマイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）。
【請求項２１】
　前記接地電極（４）及び前記高電圧電極（５）が、電気導体材料によって作製される、
請求項１５から２０の何れか１項に記載のマイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）。
【請求項２２】
　１つの接地電極（４）及び１つの高電圧電極（５）を含む、請求項１５から２１の何れ
か１項に記載のマイクロ流体又はミリ流体デバイス（１）。
【請求項２３】
　前記接地電極（４）及び／又は前記高電圧電極（５）の形が、前記メインマイクロチャ
ネル又はミリチャネルに向かって伸びる、平面、ジグザグ、又は、フィン及び／又はチッ
プを備える平面である、請求項１５から２２の何れか１項に記載のマイクロ流体又はミリ
流体デバイス（１）。
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